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旅客船事業の概要

○ 全 国 で、 9 6 4 事業者、 船舶数 2 , 2 8 1 隻 (平成 22 年 4月 1日現在)

福 島 県 で、 4 事業者、 船舶数 6 隻

福島県に隣接する 6 県 で、 5 0 事業者、 船舶数 1 4 0 隻

( 注、 旅 客定員 1 3 名 以上の旅 客船で、 旅 客を運送する 事業。 )

0 業 態 は、 次 の よ う に 多 岐 に わ た る。

･ 遊 覧 船、 ク ル ー ズ 船 な どの 観 光 船。

･ 大 型 の 中 長 距 離 フ ェ リ ー や 短 距 離 の 沿 岸 フ ェ リ ー。

･ 離 島 航 路 の 旅 客 船。

･ 沖合に停泊する貨物船と岸壁の間な どで乗 組員 等 を運送する港内交通船。

- 1 -



風評被害の対象エリア

福島県内や隣接県の旅客船事業者だけに限定しないでいただきた

　　
　

0 福 島県内の観光 船事業 で は、 予約 がすべて キャ ンセ ルされたう え、 来客見込

みも立たず、 現況が続く と 事業継 続が 困難と なる事業者 な どが あるが、 山形

県、 栃 木 県 な ど の 隣 接 県 で も、 乗 船 客 の 減 少 (▲ 6 5 % 程度 ) やキャ ンセ ル

が出ている観光船事業者がいる。

○ 外 国 人 の 乗 船 客 は、 知 床、 函 館、 箱 根、 東 京 な どの 観 光 船 や 神 戸 の レス トラ

ン 船 等 で も 激 減 して い る。 (例、 箱 根 の 2 社で約 2 万 5 千 人 超 の キ ャ ンセ ル )

ま た、 瀬 戸 内 海 を 航 行 す る 中 ･ 長 距 離 フ ェ リ ー で は 韓 国、 中 国 か ら の 予 約 が

キャ ンセ ル さ れ、 年 間 約 2 万人程度 の利用 が あっ た長 距離フェリ ー会 社 では

予 約 の な い 状 況 が 続 い て い る な ど、 広 い エ リ ア で 影 響 が 出 て い る。
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風評被害の対象旅客船事業者

遊覧船事業と限定せず、 多様な業態の旅客船事業を対象と していた
だ き た い。

○ 北海道 のフェリー航路や瀬 戸内海 を航行する 中 ･ 長 距 離フェリー航路 でも、 台

湾 ･ 韓 国 ･ 中 国 等 の 観 光 客 か ら の キ ャ ン セ ル に よ り、 外 国 人 の 乗 船 客 が 激 減 し

て い る。 (例、 瀬 戸 内 海 航 路 2 社 で 約 1 万 1 千 人 の キ ャ ンセ ル )

○東京湾のク ルー ズ船 では、 原発 事故 を理由 に 1 1 月 ま での修学旅行の予約 5 8

件 が す べ て キ ャ ン セ ル さ れ て い る。

○ 日立港 において は、 岸壁等 は 3 割方復旧 し、 後背地の工場も稼働 しているにも

拘 わらず、 外国貨物 船が入港 しない (前年の 4 ~ 5 月 、 4 0 隻前後入港 ) ため、
休業状態となっ ている港内 交通船がある。

- 3 -



風評被害の範囲

風評 による乗 客数減 に伴う被害 だけではなく、 乗 客減 を避 けるた

め支出せ ざるを得なかった経費も対象と していただきたい。

○福 島県の沖合 を航 行する長 距離フェリ ー では、 旅 客の不安 をなく すた めに、

放射線量の検査を余儀なく される ことがある。
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